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「手を伸ばし,目標物に接触,そして操る」一連の動作は,
日常生活や社会生活を営む上で最も基本的な上肢運動の一
つである.運動学分野では,これらをリーチ (目標物に手を
伸ばし),把持 (目標物に接触),操作 (操る)に分類し,筋骨
格系や神経系などが運動制御に及ぼす影響を明らかにす
る.我々はこの運動学的視点に基づいて,感覚や認知機能,
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加齢,神経疾患の発症が上肢運動に及ぼす影響を検討して
いる.本発表では,加速度計や圧センサーなど運動生理学
的手法を用いてこれまで行ってきた研究について紹介した
い.
目標物に手を伸ばすリーチでは,釣鐘型の速度曲線が出
現し,曲線の頂点を基準に前半を加速期,後半を減速期と
いう.高齢者では若年者に比べ,最大速度が低下し,加速度
が小さくなるとされる.始めに加齢がリーチ動作に及ぼす
影響について紹介する.
物品に接触し持ち上げる把持動作では,物品に加わる力
の経時的な変化に伴って把持力曲線が出現する.高齢者で
は若年者に比べ,大きい把持力を用いることが知られてい
る.我々はこの把持力の大きさや安定性が中枢神経や末梢
神経,認知機能定量的評価に適していると考える.疾患や
認知機能が把持力曲線に及ぼす影響について紹介する.
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